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看護学科 ／ 専門専攻科目群
授業科目 

公衆衛⽣看護学実習I 

ディプロマポリシーとの関連性

授業の概要
北区島⾒町をフィールドに、2年次前期「公衆衛⽣看護活動演習１」のデータを基に、地区踏査・住⺠活動の場への参加・訪問活動等を通
して、地域診断を⾏う。

授業の目的
地域の特性やそこに暮らす⼈々の⽇常⽣活や考え⽅の理解を深めるとともに、地域看護診断⽅法を修得する。

学習目標
１．地区踏査から環境・社会資源や暮らしの実際等を把握できる。
２．地域で⽣活している⼈々と交流し、⽇常⽣活や健康に関する考えを聞くことができる。
３．既存の資料と上記１〜２の学びから地域の健康課題と地域特性を関連付けて考えることができる。
４．地域看護診断⽅法を習得する。
５．グループ運営に積極的に参加し、実習の学びを発展させることができる。

授業計画

使⽤図書

評価⽅法
実習態度、記録等を評価する。

履修上の留意点
2年次前期科目「公衆衛⽣看護活動演習I」の演習内容をもとに実習を⾏う。

オフィスアワー・連絡先 
ｋ５０５研究室。
実習等で不在が多いので、来室時はメール等で予約をしてから来室して下さい。

yuko-uda@nuhw.ac.jp

担当教員名
宇⽥ 優⼦、 ⼩⼭ 歌⼦、 杉本 洋、 稲垣 千⽂、 和⽥ 直⼦

対象学年 2 対象学科 看護

開講時期 前期 必修・選択 選択

単位数 1 時間数 45

知識・理解 思考・判断 関⼼・意欲 態度 技能・表現

○ ◎ ◎ ◎ ◎

授業計画・学習の主題 担当教員

家庭訪問や、住⺠活動への参加を⾏う。 宇⽥ 優⼦ 他

地区踏査や⼈々との交流を通して得られた情報を、⼈々の⽇常⽣活や考え⽅と結び付けて考察する。 宇⽥ 優⼦ 他

既存資料を調べ、情報を得、実際に観察した内容と統合させ、地域の特性を考察する。 宇⽥ 優⼦ 他

把握した地域特性をもとに、対象地域の健康課題を考察する。 宇⽥ 優⼦ 他

公衆衛⽣看護活動を考察する。 宇⽥ 優⼦ 他

使⽤図書 書名 著者名 発⾏所 発⾏年 価格 その他

教科書

参考書

その他の資料


